




















































































































































































































































































































ａ Ｃ 10.2 6.2
界史 日本史 地理 倫理 政経
90.9 80.0 80.5 87.3 79.2
84.4 78.7 77.6 80.9 83.6
75.8 74.5 73.4 77.0 80.1
Ｃ 15.1 5.5 7.1 10.3 －０．９
学 物理 化学 生物
163.9 90.4 86.8 81.5
160.3 84.0 88.1 74.1
86.2 88.3 72.9































































94 68％ 44 43 31％ 1％ 2 77
そして，最も顕著な相関関係を持つのは，国語では
なく，世界史である。
だが，課題が残されてないわけではない。今回，
先にあった「２年夏休み明けの時点であったａ層と
ｃ層の差は入試の時点でさらに拡大する」という推
論も－歩踏みこんで検証してみたいと考えたが，６０
回生のデータが残っておらず，検証はできなかった。
これに関しては，来年度61回生のデータと合わせる
形で検証してみたいと思っている。それから「本は
たくさん読んでいるのだが，何故だか異様に成績が
振るわないという生徒がどの学年にも必ずいる」と
いう事実をどう説明するか，という点も課題である。
これに関しては最近気づいたことがある。そうした
生徒が多量に読んでいるのは，どうも見ていると，
ライトノベルというやつなのだ。あの手の小説はど
れだけ読んでも読解力の酒養にはつながってこない
と，私は見ている。やはりそれ相応のものを読まな
いと意味はないのである。調査時に「ライトノベル
は除く」という条件を付帯させねばならないのでは
ないかと，最近私は考え始めている
さて，そろそろまとめに移りたい。年間読書量と
国語の成績には相関関係があるはずだと考え，５年
前から調査を開始し，その後徐々に調査対象を広げ
てきたこの研究だが，調査開始時には思ってもいな
かった収穫を今回私は得ることができた。相関関係
を持つのは何も国語だけではないということが明ら
かになったのである。一つの目安として，３ポイン
ト以上の数値があれば有意差と認められると私は思
っている。ということであれば，数学，化学，政治
経済，この三つ以外の教科科目において，広く読書
の有効性が認められたことになると言ってさしつか
えあるまい。これだけはっきりとした結果がでてき
ているのであるから，今年の研修会でも意見が出さ
れていたように，学校全体の取り組みとして，朝の
10分間読書など，生徒を良書へと向かわせる活動を
広く展開させていくのも本校の一つの選択肢なので
はないかと私は考える。
－７－
